
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た「
Ｍ

Ｈ
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム   

真
庭
速
祭
」。

数
々
の
貴
重
な
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
や
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
が

集
結
し
、プ
ロ
の
レ
ー
シ
ン
グ
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
運
転
で
木
山

街
道
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
こ
の

写
真
は
、
歓
声
の
中
ス
タ
ー
ト

す
る
Ｆ
１
マ
シ
ン
「W

illiam
s

FW
12

」
を
撮
影
し
ま
し
た
。

（
23
㌻
に
関
連
記
事
）

ごみ袋などの料金が変わります　　 P02～
コミュニティ・スクールの取り組み P04～
市政トピックス　　　　　　　　   P06～
お知らせ　　　　　　　　　　　   P08～
真庭が好きっ読者の広場　　　　   P16～
真庭人　妹尾宗夫さん　　　　　   P20～
研鑽に栄誉　　　　　　　　　　   P21～
ぐるっと真庭　まちの話題　　　   P22～

興奮と熱狂の瞬間
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家庭ごみの収集  ※必ず午前8時30分までに決められた場所へ出してください
　家庭ごみの収集は、12月27日㈮まで通常通り行い、可燃ごみの特別収集を
下記の通り行います。詳しくは、ごみ収集カレンダーをご覧ください。

真庭市ホームページ▶

真庭市　　  　   
ホームページ▶

　令和7年1月1日から、ごみ袋の販売料金、持ち込みごみの処理手数料が変わります。
生ごみをはじめとした資源化の推進や、受益者負担の公平化を図るため、適正な費用
負担にご理解をお願いします。

ごみ袋の料金と
持ち込みごみの処理手数料が変わります

家庭用ごみ袋の料金

持ち込みごみの処理手数料

問い合わせ先　環境課　℡  0867-42-1113 （℻  7455）

ごみの種類 現行手数料 改定手数料(令和7年1月1日～)

家庭ごみ
可燃物・不燃物・粗大物 50円／10kg 140円／10kg

資源物 無料 無料（改定なし）

事業系ごみ
可燃物・不燃物・粗大物 50円／10kg 180円／10kg

資源物 無料 無料（改定なし）

ごみの種類 現行料金 改定料金(令和7年1月1日～)

燃えるごみ用
45ℓ10枚巻 500円 660円
20ℓ20枚巻 600円 600円（改定なし）

燃えないごみ用
45ℓ10枚巻 500円 660円
20ℓ20枚巻 300円 300円（改定なし）

粗大用収集札 10枚 500円 660円

資源ごみ用
45ℓ10枚巻 200円 無料（販売終了）

　資源ごみは、透明、または半透明の袋で出
してください。
　袋のサイズは70ℓまでで排出時は名前を記
入し袋の口を結んでください。

20ℓ20枚巻 100円

プラスチック・ペットボトル専用 70ℓ10枚巻 300円
生ごみ 無料（収集容器） 無料（収集容器）

施設および地域 ～27日㈮ 特別収集 31日㈫～
1月5日㈰

1月
6日㈪～29日㈰ 30日㈪

コスモス
クリーンセンター

  北房　

通常収集

◯

休み 通常収集

落合 月・木  収集コース ◯
火・金  収集コース ◯

クリーンセンター
まにわ

久世 月・木  収集コース ◯
火・金  収集コース ◯

勝山 月・木  収集コース ◯
火・金  収集コース ◯

真庭北部
クリーンセンター

  美甘・湯原 ◯
  蒜山 ◯

※生ごみの収集は、年末は12月31日㈫まで特別収集を行い、年始は1月6日㈪から行います。

※令和7年1月1日以降も家庭に余った資源ごみ用とプラスチック・ペットボトル専用袋は、引き続き資
源ごみの排出に使用できます。
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真庭市ホームページ▲

　　　ごみの受け入れ　午前9時～正午、午後1時～4時30分
　年末の各クリーンセンターのごみの通常受け入れは12月27日㈮までです。コスモスクリーンセンター、クリーン
センターまにわのごみの年末特別受入日（12月29日㈰）は、事前予約が必要です。
コスモスクリーンセンター  ℡  0866-52-4230　クリーンセンターまにわ  ℡  0867-42-7453

資源ごみの分別で手数料が下げられます

古紙類（ざつがみ）   新聞・雑誌・ダンボール・牛乳パック以外のリサイクルできる紙

プラスチック容器包装類      　　　　　◀このマークが目印です

クリーンセンターのごみの受け入れと家庭ごみの収集

施設 ～27日㈮ 29日㈰ 30日㈪～
令和7年1月4日㈯ 1月5日㈰～

コスモスクリーンセンター
通常
受け入れ

年末特別
受け入れ

事前予約必要
休み 通常

受け入れクリーンセンターまにわ
真庭北部クリーンセンター 事前予約不要

　燃えるごみの中には、生ごみ、古紙類、プラスチック類など、きちんと分別すれば
資源化されるものが65％含まれています。分別のポイントは以下の通りです。

年末
年始

出せないもの
・汚れた紙　・においの付いた紙
・感熱紙　・写真　・カーボン紙
・衛生紙（おむつ、キッチンペー
パー、ティッシュペーパーなど）
・防水加工紙、アルミ　
・ビニールコーティングした紙
・半紙、ふすま紙、障子紙などの
和紙　・金紙、銀紙など

ひもでしばって出すことができます。紙袋や
封筒に入れてまとめると排出しやすいです。

この表記は全て「プラス
チック容器包装類」です。

ボトル：PET
キャップ：PP、PE
ラベル：PS

排出する際、シールなどは
はがさなくても大丈夫です。

ポイント▶

ポイント① ポイント② ｝

チラシ、パンフレット、コピー紙、封筒、ハガキ、紙箱、包装紙など

　

ポリ袋、ラベル
食品の袋、生鮮食品などに使わ
れたラップ、日用品の袋、ペット
ボトルのラベルなど

プラスチック製ボトル
食品のボトル、洗剤のボトル、日用品
のボトルなど
※農薬などのプラスチックボトル、すす
いで汚れが落ちないものは燃えるごみ

トレイ、パック、カップ
　　　 食品トレイ、食品パック、
　　　 カップ類、日用品の
　　　 容器など

その他
ミカンやタマネギなどのネット、プラスチッ
クのフタ、発泡スチロール、緩衝材など
※大きいものは小さく割って袋へ

トレイ
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※
教
育
課
程
特
例
校

学
校
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
独

自
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
子
ど
も

た
ち
の
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度

中
和
い
き
い
き
学
習
科

　

中
和
い
き
い
き
学
習
科
の
目
的

は
「
中
和
を
い
き
い
き
元
気
に
す

る
こ
と
」
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域

住
民
の
願
い
と
も
一
致
し
、
地
域

住
民
は
学
校
や
児
童
の
活
動
に
協

力
的
で
す
。
児
童
は
探
究
活
動
を

通
し
て
、
地
域
住
民
と
対
話
し
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
実
行
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
年
間
の
成
果
を
保

護
者
や
地
域
住
民
を
学
校
に
招
い

て
発
表
す
る
「
中
和
い
き
い
き
学

習
発
表
会
」
と
、
地
域
の
未
来
を

共
に
語
り
合
う
「
交
流
会
」
を
、

毎
年
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
中
和
小
学
校
で
は
、
地
域
と
学

校
が
協
働
し
な
が
ら
、
主
体
的
で

対
話
を
通
じ
た
深
い
学
び
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

教
育
課
程
特
例
校
に

　

中
和
小
学
校
で
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
「
中
和
い
き
い
き
学
習
」

を
通
じ
て
地
域
資
源
を
活
用
し
た

探
究
的
な
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な
り
、
地
域

と
学
校
の
協
働
体
制
や
「
中
和
い

き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部
」

（
地
域
学
校
協
働
活
動
を
行
う
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
）
に

よ
る
支
援
体
制
が
ま
す
ま
す
充
実

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
5
年
度
に
市
内

で
初
め
て
の
教
育
課
程
特
例
校
※

と
な
り
、
中
和
小
学
校
独
自
の
教

科
「
中
和
い
き
い
き
学
習
科
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

背
景

　

中
和
地
域
で
は
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
小
学

校
も
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
ク
ラ

ス
が
減
り
、
教
職
員
や
保
護
者
も

少
な
く
な
る
と
い
う
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
と
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

が
重
な
り
、
小
学
校
が
存
続
で
き

る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
い

う
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
地

域
と
学
校
の
連
携
、
協
働
が
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と
は
？

　

皆
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置

さ
れ
て
い
る
学
校
の
こ
と
で
す
。
学
校
運
営
協
議
会
は
、
法
律
に

基
づ
き
、
学
校
運
営
や
学
校
運
営
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
協
議

す
る
機
関
で
す
。保
護
者
や
地
域
住
民
と
学
校
が
、目
標
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
す
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
令
和
元
年
度
に
中
和
小
学
校
と
北
房
地
域
の

園
、
小
・
中
学
校
が
市
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
徐
々
に
地
域
と
学
校
の

協
働
の
機
運
が
高
ま
り
、
令
和
５
年
度
に
は
市
内
全
小
中
学
校
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
学
校
運
営
協
議
会
の
制
度
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

文
部
科
学
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

中
和
小
学
校

真
庭
市
の
小
中
学
校
は

全
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
で
す

コ
ミ
ュ
ニ
ティ・ス
ク
ー
ル
の

取
り
組
み

市内小規模校の先進的な取り組み

中和いきいき学習発表会

多世代で交流し、地域の未来を語り合う交流会

市
内
各
地
で
進
む
、

地
域
と
学
校
の
連
携・協
働

問  

学
校
教
育
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
8
7



5
月
の
「
富
原
っ
子
み
ら
い
会

議
」
で
、
児
童
、
保
護
者
、
地
域

住
民
が
参
加
し
て
富
原
の
魅
力
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
富
原

の
美
し
い
星
空
が
再
認
識
さ
れ
、

星
空
観
察
会
を
行
い
た
い
と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に

向
け
、
学
校
運
営
協
議
会
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
も

協
力
し
て
準
備
を
進
め
、8
月
に

星
空
観
察
会
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

湯
原
学
園
学
校
運
営
協
議
会
で

は
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え
た
対

話
を
重
ね
て
い
ま
す
。9
月
に
は
、

10
年
後
の
湯
原
を
想
像
し
て
意
見

交
換
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
こ
う
な
っ
て
い
た
ら
い
い
な

と
い
う
地
域
の
未
来
像
を
描
い
て

共
有
し
ま
し
た
。
描
い
た
未
来
を

迎
え
る
た
め
に
は
今
何
が
必
要
か

と
い
う
視
点
で
、
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

蒜
山
中
学
校
の
運
動
会
恒
例
の

大
宮
踊
に
は
、
希
望
者
が
浴
衣
を

着
て
参
加
し
ま
す
。
持
っ
て
い
な

い
生
徒
へ
貸
し
出
す
た
め
の
浴
衣

が
必
要
で
は
と
い
う
意
見
が
学
校

運
営
協
議
会
で
出
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
地
域
住
民
に
浴
衣
の
寄
贈

を
し
て
も
ら
え
な
い
か
呼
び
掛
け

ま
し
た
。す
る
と
、39
着
も
の
浴
衣

が
集
ま
り
、
地
元
の
有
志
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
生
徒
の
着
付
け

も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※
湯
原
小
・
中
学
校
合
同
で
設
置

湯
原
学
園

学
校
運
営
協
議
会
※

蒜
山
中
学
校

学
校
運
営
協
議
会

富
原
小
学
校

学
校
運
営
協
議
会

未
来
を
描
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

浴
衣
の
寄
贈
＆

着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

星
空
観
察
会

事例発表より

学校運営協議会会長研修会
が開催されました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
活
動
推
進
に

欠
か
せ
な
い
地
域
学
校
協
働
活
動

　11月 6日、学校運営協議会会長研修会が行わ
れました。各校の学校運営協議会会長らが出席し
た今回の研修会では、各校の取り組みの事例発
表が行われました。その一部をご紹介します。

　

真
庭
市
で
は
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
て
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
中
心
に
、

地
域
住
民
が
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
や
体
験
活
動
の
場
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
学
校
の
活
動
な
ど
は
、
各
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
お
便

り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
美
川
小
学
校
の
活
動
の
様
子
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11
月
10
日
、
八
束
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
隣
に
あ
る
旧
福
田
小
学
校
校
舎

（
旧
蒜
山
郷
土
館
）
の
お
別
れ
見
学
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
校
舎
は
昭
和
45
年
ま
で

小
学
校
校
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
、
小
学
校

統
合
後
は
昔
の
農
機
具
な
ど
民
具
を
展
示

す
る
蒜
山
郷
土
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
よ
り
今
年
の
冬
の

解
体
が
決
ま
り
ま
し
た
。
見
学
会
に
は
、

当
時　

福
田
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
人
や

地
域
の
人
が
訪
れ
、
懐
か
し
い
思
い
出
話

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
5
月
、
岡
山
県
内
で
開
催
さ
れ
た

第
74
回
全
国
植
樹
祭
の
際
に
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
お
手
植
え
さ
れ
た
苗
木
の
定
植

セ
レ
モ
ニ
ー
が
11
月
10
日
、
風
の
パ
レ
ッ

トHIRUZEN

（
蒜
山
上
長
田
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
笠
原
岡
山
県

副
知
事
や
太
田
市
長
ら
が
出
席
。
同
会
場

で
開
催
さ
れ
た
キ
ッ
ズ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー
の
参
加
者
と
一
緒
に
、
少
花

粉
ヒ
ノ
キ
と
キ
ク
ザ
ク
ラ
を
定
植
し
ま
し

た
。
大
き
く
育
っ
て
ね
な
ど
と
声
を
か
け

な
が
ら
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

お
手
植
え
苗
木
の
定
植
セ
レ
モ
ニ
ー

森
林
を
守
ろ
う
！

旧
福
田
小
学
校
校
舎
お
別
れ
見
学
会

懐
か
し
い
校
舎
と
お
別
れ

少花粉ヒノキを植える太田市長と参加者

森のすべり台

パネルシアター 里山アレンジメント 木工コーナー

解体予定の旧校舎内を歩いて回る参加者

11
月
3
日
、
上
水
田
地
内
の
森
で
「
森
で
あ
そ
ぼ
〜
！
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
企
画
し
た
の
は
、
真
庭
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
人
材
育
成
塾
「
真
庭

な
り
わ
い
塾
」。
昨
年
度
基
礎
講
座
を
行
っ
た
第
7
期
生
は
、

今
年
度
実
践
編
と
し
て
北
房
地
域
で
「
里
山
を
観
察
・
整
備
し

な
が
ら
遊
び
の
場
を
作
る
」を
テ
ー
マ
に
、4
回
の
講
座
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。5
回
目
の
講
座
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
最
後
の

ま
と
め
と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
森
の
中
に
手
作
り

の
遊
び
場
を
制
作
。
斜
面
を
生
か
し
た
す
べ
り
台
、木
工
体
験
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
森
に
や
っ
て

来
た
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

真庭なりわい塾 「森であそぼ～！」真庭なりわい塾 「森であそぼ～！」
森の中を遊びつくそう！森の中を遊びつくそう！
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生活スタイルを考え直しませんか
＜我が家の暖房は原始的？＞
　近年、夏が長く、秋が短く、すぐ冬になるような気
がします。皆さんのご家庭ではどのような暖房をお使
いですか。我が家にはエアコンや電気こたつもありま
すが、主たる暖房は薪ストーブです。
　ある人の家の薪ストーブの心地よさに憧れて、20年
ほど前、自宅に薪ストーブを入れました。燃料は、最
近、製材端材や自宅に残っている木材を使っています。
たき付けは、乾燥したかぼちゃのつるや小枝を新聞紙
に包んだものを使っています。
　燃料を入手すること、木材をチェンソーで切ること、
たき付けを作ること、ストーブを燃やすこと、燃料を
追加することなど、灯油やガス、電気ストーブに比べ
て手間がかかります。小さい子どもが居ればやけどを
しないように注意しなければなりません。灰の除去も
必要です。薪ストーブにはこのようなデメリットがあ
ります。一方、燃料費は安く、湯も沸かせます。環境
に優しいです。灰は肥料になります。家が広範囲に温
まり、点けて寝ても安全です。このようなメリットも
あります。

＜地球の危機、暮らしの危機＞
　薪ストーブのことを例示しましたが、私が申し上げ
たいことは、今日まで人類は効率や、便利さを追求し
続けてきましたが、地球環境や有限な資源、生活スタ
イルについて考え直す必要があるのではないかという
ことです。
　人類の英知と努力があればこそ、寿命が伸び、日常
では飢餓の危険が少なくなりました（この地球上には、
現在も飢えに苦しみ、寒さに震えている人々が多数い
ます。国内でも、経済的事情で冷暖房を節約しなけれ
ばならないご家庭もあります。この現実を忘れてはな
りません）。人類は確実に進歩してきたのです。しかし、
このような経済や暮らしが永続できる保証はありませ
ん。原油は採掘技術の発達により供給され、産油国の
経済を支えていますが、有限です。また、地球の温暖
化が異常気象をもたらし、風水害などが多発し、被害
が甚大になっています。海水面も上がっています。氷
河が少なくなり、シベリアの凍土が融け、新型ウイル
ス登場の危険性も指摘されています。日本の食料自給
率38％エネルギー自給率12％という現実を考えると、
今の生活が砂上の楼閣のように脆く思えます。

＜できることから実践＞
　都市部と異なり、真庭には豊かな自然と人口密度が
低いという、発想を変えれば現代の消費生活を見直す
ことができる環境があります。個人差もありますが、
それぞれの市民が知恵を絞り、行政も支援し、真庭ら
しい生活スタイルを目指していきましょう。永続でき
るのは真庭のような地域ではないでしょうか。都会に
はできない真の豊かさを実現しましょう。

　

真
庭
市
の
施
設
が
、
優
秀
な
取
り
組
み

な
ど
を
評
価
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
市
立
図
書
館
は
、

図
書
館
み
ら
い
計
画
に
沿
っ
て
、「
あ
そ

び
」
の
生
ま
れ
る
時
間
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
図
書
館
活
動
を
実
践

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
優
秀
賞
を
受

賞
。
蒜
山
そ
ば
の
館
は
、
特
色
あ
る
木
造

施
設
な
ど
を
対
象
と
す
る
木
材
利
用
推
進

コ
ン
ク
ー
ル
優
良
施
設
部
門
で
、
審
査
委

員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

真
庭
市
は
、
市
誕
生
か
ら
令
和
7
年
3

月
31
日
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市
制
施

行
20
年
の
節
目
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
記
録
し
発
信
し
て
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
「
真
庭
市
制
20
周
年

記
念
誌
」
を
作
成
し
ま
す
。
11
月
11
日
、

1
回
目
の
編
集
会
議
が
開
か
れ
、
各
種
団

体
の
代
表
者
ら
14
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
た
後
、
編
集
基
本
方
針
案
の
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
令
和
8
年
3
月
の
発
行
を

目
指
し
、
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
4
年
の
各
賞
受
賞

市
の
取
り
組
み
高
く
評
価

真
庭
市
制
20
周
年
記
念
誌
第
１
回
編
集
会
議

記
念
誌
発
行
に
向
け
検
討
開
始

活発な意見が出された第１回編集会議の様子

（写真上）市立中央図書館の催しの一コマ （同下）蒜山そばの館
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行政

市長

案提出

総合計画推進本部会議

案作成

上程
議決

真庭市議会

総合計画審議会

『市民』

思い・意見

●ものがたり会議　●市民意識調査
●パブリックコメント

諮問・答申

●
●パ

真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数　 40,874人(-68)
男　　 19,693人(-20)
女　　 21,181人(-48)
世帯数 17,439世帯(-1)
令和6年11月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

問  総務課人材マネジメント室　℡  0867-42-1150(℻1341）
　  Email：sohmu@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

申込期限は12月13日 ご応募お待ちしています

試 験 日　12月22日㈰ 予定
募集職種　保育教諭、ケアマネジャー、調理員、図書館司書など　
申込方法　真庭市ホームページから電子申請
申込期限　12月13日㈮　

任期付職員とは…「地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律」に
基づき、任期を定めた採用が可能となる勤務形態の職員です。任期については原
則3年を超えない範囲内で定めます。また、待遇は、一般職の地方公務員となる
ので、常勤職員と同様に地方公務員法の適用を受けます。

　真庭市では、業務量の増加や幅広い市民ニーズに対応するため、市役所や出
先機関などに勤務する任期付短時間勤務職員を募集します。
　募集する職種や受験資格などについて、詳しくは真庭市ホームページをご確
認ください。

　総合計画の策定では、市民の皆さんの声をできるだけ反映するため、これ
までに学生版を含む8回のものがたり会議と、市民意識調査を行ってきまし
た。現在、いただいた意見を参考に、総合計画の整理や検討を進めています。

第３次真庭市総合計画を策定しています
市民・事業者と市役所が一緒になって
「多彩な真庭の豊かな生活 （真庭ライフスタイル）」
の実現を目指します。

令和７年度採用 任期付職員募集

問い合わせ先
総合政策課
℡  0867-42-1169 （℻  1353）

　12月初旬からは、パブリックコメントの
実施を予定しています。
　詳しくは、真庭市ホームページや告知放
送でお知らせします。
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見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所

に
事
前
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
日
常
の
業
務
の
中
で
異

変
に
気
が
つ
い
た
時
、
市
役

所
な
ど
に
通
報
し
て
い
た
だ

く
事
業
で
す
。

早
期
発
見
Ｓ
О
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

行
方
不
明
が
発
生
し
た
時
、
協
力
事
業
所
お
よ
び
協

力
者
（
事
前
に
登
録
し
て
い
る
人
）
に
、
メ
ー
ル
な
ど

で
行
方
不
明
者
の
情
報
発
信
を
行
い
、
早
期
発
見
に
向

け
た
協
力
を
依
頼
す
る
事
業
で
す
。
誰
で
も
登
録
で
き

る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
登
録
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登
録
Ｕ
Ｒ
Ｌ

が
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、

手
順
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、行
方
不
明
に
な
る
心
配
の
あ
る
人
に
つ
い
て
、

事
前
に
個
人
情
報
な
ど
を
登
録
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
備
え
る
仕
組
み
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
高
齢

者
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

誰もが安心して暮らせるまちへ みんなで地域を見守り

義務教育の円滑な実施のために 希望者は受付期間内に申請を

問  高齢者支援課　℡  0867-42-1074(℻1390）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg.jp

問  教育総務課　℡  0867-42-1085(℻1416）
　  Email：kyohikusohmu@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

▼
新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

就
学
援
助
の
対
象
と
な
る
人
で
、
申
請
時
に
真
庭
市
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
令
和
７
年

４
月
に
真
庭
市
に
住
所
が
あ
る
予
定
の
人

※
３
月
末
ま
で
に
転
出
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
は
、申
請
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。支
給
後
、３
月

末
ま
で
に
転
出
し
た
場
合
は
、
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
証
明
書
類
の
添
付
が
申
請
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、

教
育
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
の
人
や
子
ど
も
な
ど
が
家
に
帰
れ
な
く
な
っ

た
時
、
見
か
け
た
人
が
声
を
か
け
る
な
ど
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
み
ん
な
で
取
り
組
む
仕
組

み
が
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ま
に
わ
の
わ
」

で
す
。
次
の
2
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
目
的
に
支
給
し
て
い
る
就
学
援
助
費
の
う
ち
、
新
１

年
生
を
対
象
に
し
た
「
新
入
学
学
用
品
費
」
に
つ
い
て
、
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
受
付
期
間
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
に
わ
の
わ

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

▲登録は
こちらから

▲協力事業者に登録証と
してお渡しするステッカー

▶就学援助費入学前支給の対象者
次のいずれかの要件に該当すれば、支給を受けることができます。
①生活保護の廃止・停止を受けた世帯
②児童扶養手当を支給されている人
③国民年金の掛金の減免の措置を受けた人（世帯全員）
④国民健康保険税の減免又は徴収猶予の措置を受けた人（世帯全員）
⑤令和６年度市民税の非課税の人（世帯全員）
⑥令和６年度市民税の減免された人（世帯全員）
⑦真庭市教育委員会が経済的に要保護者に準じる程度に困窮している
と認めた世帯（基準は世帯の構成人数や年齢などにより異なるため、
一律の基準額があるものではありません。申請を受けてからの判定と
なります。）
⑧その他特別な事情により経済的に困窮していると真庭市教育委員会
が認めた世帯
※⑤、⑥、⑦に該当する人で、令和６年１月１日に真庭市に住所のな
い人は、その時点で住所のある市町村が発行する「市町村民税所得課
税証明書」を添付してください。
▶申請・支給について

新小学１年生 新中学１年生
申請場所 教育総務課、または各振興局地域振興課 通学中の小学校
受付期間 12月2日㈪～23日㈪

申請に必
要なもの

①申請書（教育総務課、各振興局地域振興課、各保
育園・幼稚園・こども園に有り）
②就学援助の要件に応じた証明書類をいずれか1つ
※現在姉・兄が受給している場合は不要
③委任状兼口座振替依頼書

申請書（通学中の
小学校から配布）
※現在就学援助
の認定を受けて
いる場合は不要

支 給 額 57,060円（一律） 63,000円（一律）
支給時期 2月上旬 2月末
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12月の休日急患担当医

1日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻1917）
・まにわ整形外科（外） ・久世
　0867-42-7300（℻7301）
8日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻2223）
・宮島医院（内） ・勝山
　0867-44-2403（℻3432）
15日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻5331）
・イケヤ医院（内） ・久世
　0867-42-0122 （℻5401）
22日
・落合病院（内） ・落合
　0867-52-1133 （℻1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191 （℻1917）
・米田医院（内） ・勝山
　0867-44-2132 （℻4749）
29日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671 （℻2989）
・松坂医院（内） ・久世
　0867-42-3300 （℻3556）
30日
・金田病院・落合
　0867-52-1191 （℻1917）
・河本医院（内） ・落合
　0867-55-2121 （℻2124）
31日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161 （℻5331）
・落合病院（内） ・落合
　0867-52-1133 （℻1160）

1日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻2989）
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻1917）
2日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻2223）
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻5331）
3日
・落合病院（内） ・落合
　0867-52-1133（℻1160）
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻2989）
5日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻1917）
・しんまち診療所（内） ・勝山
　0867-44-1220（℻1221）

診療時間：午前9時～午後5時

～1月～

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、

ま
た
、
い
っ
た
ん
火
災
が
起
き
る

と
周
囲
に
燃
え
広
が
り
や
す
い
時

季
で
す
。
今
一
度
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
寒
い
こ
の
季
節
、
洗
濯
物
が

乾
き
に
く
い
で
す
が
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
乾
か
す
こ
と

は
、
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
が
な
い
か
必
ず
確
認
し
、
安

全
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
は
、
家
族
や
友
人
と

の
集
ま
り
が
増
え
る
時
季
で
す
。

暖
房
器
具
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な

ど
、
火
を
使
う
機
会
も
多
く
な
る

の
で
、
使
用
前
に
取
扱
説
明
書
を

再
確
認
し
、
安
全
に
注
意
し
て
火

災
の
な
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
消
防
署

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
、
経

済
、
文
化
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
促

進
す
る
た
め
、
障
害
者
基
本
法
に

基
づ
き
、
毎
年
12
月
3
日
か
ら
9

日
ま
で
の
1
週
間
を
「
障
害
者
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ

て
、
市
役
所
が
福
祉
と
の
出
会
い

の
場
と
な
る
よ
う
に
「
2
0
2
4

〜
福
祉
と
出
会
う
1
週
間
〜W

ell-
BeingW

eek

」
と
題
し
、
本
庁
舎

で
福
祉
事
業
所
の
製
品
販
売
と
作

品
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
障
が
い
に
つ
い
て
知
り
、
身
近

な
こ
と
と
し
て
考
え
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
真
庭
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

■
日
時　

製
品
販
売 

12
月
3
日
㈫
〜
6
日

㈮　

正
午
〜
午
後
１
時

作
品
展
示 

12
月
3
日
㈫
〜
20
日

㈮　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎　

■
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

　

障
害
者
週
間
中
に
「
市
内
の
各

図
書
館
で
障
が
い
関
係
の
図
書
の

展
示
」
お
よ
び
「
ふ
る
い
ち
二
川

マ
ン
ガ
館
で
障
が
い
関
係
の
マ
ン

ガ
の
展
示
（
7
、8
日
）」
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
5
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
6
9

■
真
庭
市　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　市では、こども・子育て施策を推進するため、「真庭市こども計画」を
今年度策定します。策定にあたり、高校生の意見も反映させていくために
座談会を開催します。参加者全員に真庭市公式参加証明書を発行します。

こどもまんなかユース座談会

日　　時　12月27日㈮  午後2時～4時　
場　　所　ユースセンターまぁぶる　
対　　象　真庭にゆかりのある高校生
定　　員　20人程度　
テ ー マ　こども・若者しあわせワークショップ
　　　　　～well-beingについて考えよう！～　
申込方法　真庭市ホームページから申し込み
申込期限　12月24日㈫　

こども・子育て支援に関する
皆さんの声を聞かせてください

ご意見はこちらから▶

真庭市　　  　 
ホームページ▶

▶問い合わせ先　子育て支援課
　℡  0867-42-1054 （℻  1388）

 高校生 高校生
集まれ

!
集まれ

!

年
末
年
始
の
火
災
予
防

安
全
安
心
の
年
越
し
を

2
0
2
4
〜
福
祉
と
出
会
う

1
週
間
〜W

ell-Being W
eek

12
月
3
日
〜
9
日
は
障
害
者
週
間

真庭市キャラクター
まにぞう



　

道
路
（
市
道
除
雪
指
定
路
線
）

上
に
10
㌢
㍍
以
上
の
積
雪
が
あ
る

場
合
、
市
で
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
安
全
で
効
率
的
な
除
雪

作
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　

■
除
雪
に
関
す
る
お
願
い

・
車
道
や
歩
道
上
に
あ
る
除
雪
作

業
の
障
害
に
な
る
も
の
や
、
道
路

脇
に
設
置
し
て
い
る
電
気
柵
な

ど
、
除
雪
作
業
で
破
損
す
る
恐
れ

が
あ
る
も
の
は
、
事
前
に
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。　

・
除
雪
作
業
の
遅
延
や
中
断
に
つ

な
が
る
の
で
、
路
上
駐
車
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。　

・
積
雪
や
天
候
、
道
路
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。　

・
全
て
の
道
路
を
除
雪
す
る
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
幹
線
道
路
か
ら

優
先
的
に
除
雪
し
ま
す
。
身
近
な

生
活
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。　

・
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の

で
、
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。　

・
除
雪
車
が
通
過
し
た
後
に
は
ど

う
し
て
も
雪
が
残
り
ま
す
。
自
宅

前
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
通
勤
通
学
に
間
に
合
う
よ
う
に
、

夜
間
や
早
朝
に
除
雪
作
業
を
行
い

ま
す
。
除
雪
車
の
作
業
音
に
ご
理

解
く
だ
さ
い
。　

・
通
行
の
障
害
や
事
故
の
原
因
に

な
る
の
で
、
除
雪
し
た
雪
を
道
路

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
道
路
沿
い
の
樹
木
は
、
雪
の

重
み
で
倒
れ
た
り
、
枝
が
垂
れ
下

が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
通
行
の

支
障
に
な
り
ま
す
。
所
有
者
は
事

前
伐
採
な
ど
の
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。　

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
作
業
を
す
る
と
き
は
、
安
全

確
保
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

℡  
0
8
6
7（
42
）5
0
3
3

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

自
力
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者
や

身
体
障
が
い
者
な
ど
で
構
成
す
る

世
帯
に
対
し
、
除
雪
に
要
し
た
費

用
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
助
成

し
ま
す
。　

■
対
象
者　

真
庭
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
1
人
暮
ら
し
世
帯

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯③
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら
4

級
ま
で
の
人
の
み
の
世
帯　

※
介
護
保
険
制
度
で
要
支
援
1
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
み

の
世
帯　

■
対
象
作
業　

事
業
者
に
委
託
し
た
居
住
家
屋
の

除
雪
作
業　

①
玄
関
前
か
ら
公
的
な
除
雪
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
道
路
ま
で
の
除

雪②
屋
根
の
雪
下
ろ
し
（
下
ろ
し
た

雪
の
生
活
上
必
要
最
小
限
の
処
理

も
含
む
）　

■
助
成
金
額　

対
象
作
業
費
用
の
2
分
の
1（
生

活
保
護
世
帯
は
全
額
）　

※
年
度
あ
た
り
2
万
円
が
上
限
。

1
0
0
円
未
満
は
端
数
切
り
捨

て
。

■
申
請
方
法　

申
請
書
に
対
象
作
業
費
用
の
支
払

い
が
証
明
で
き
る
書
類
（
領
収
証

の
原
本
な
ど
）
を
添
え
て
、
作
業

終
了
後
速
や
か
に
福
祉
課
、
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口

に
提
出
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
5
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
6
9　

　

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
で
医
療
機
関

を
受
診
す
る
場
合
も
、
国
民
健
康

保
険
を
使
用
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
場
合
に
は
届
け
出
の
義
務
が
あ

る
の
で
、
速
や
か
に
市
民
課
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
第
三
者
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
や
病

気
と
は　

　

他
人
の
行
動
が
原
因
と
な
る
ケ

ガ
や
病
気
で
す
。
お
互
い
に
過
失

が
あ
る
場
合
（
過
失
割
合
に
関
わ

ら
ず
）
や
、
加
害
者
が
親
族
や
不

明
で
あ
る
場
合
も
該
当
し
ま
す
。

例
え
ば
、
交
通
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ

中
の
事
故
、飲
食
店
で
の
食
中
毒
、

他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
た
、
け

ん
か
な
ど
で
す
。　
　

■
な
ぜ
届
け
出
が
必
要
な
の
か　

　

治
療
に
要
す
る
医
療
費
は
、
本

来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で

す
。
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て
治

療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
が
医
療
費
を
い
っ
た
ん
立
て

替
え
た
後
、
加
害
者
や
保
険
会
社

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
が
さ
れ
な
い
と
、
本
来
加

害
者
が
負
担
す
べ
き
医
療
費
を
国

民
健
康
保
険
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
、
国
保
税
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
第
三
者

行
為
の
可
能
性
の
あ
る
治
療
を
し

た
場
合
、
傷
病
原
因
な
ど
に
つ
い

て
文
書
で
尋
ね
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
示
談
の
際
の
留
意
点　
　

　

加
害
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り

示
談
が
成
立
す
る
と
、
国
民
健
康

保
険
が
立
て
替
え
た
医
療
費
を
加

害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
医
療

費
は
被
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
示
談
の
前

に
市
民
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
示
談
を
す
る
際
に
は
、
内

容
に
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
求
償

分
を
加
害
者
が
支
払
う
旨
を
盛
り

込
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

道
路
の
除
雪
作
業

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

要
援
護
世
帯
の
除
雪
費
用
支
援

生
活
の
安
全
と
安
心
を
確
保

必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

第
三
者
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気

Maniwa11



　

真
庭
市
で
は
、
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
お
互
い
の
「
多

様
さ
」
や
「
違
い
」
を
理
解
す
る

た
め
に
、
対
話
の
場
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
対
話
の
輪
を
広
げ

る
取
り
組
み
の
1
つ
と
し
て
、
対

話
カ
フ
ェ
を
実
施
し
ま
す
。

◯
対
話
カ
フ
ェVol.11

■
日
時　

12
月
8
日
㈰　

午
後
2
時
〜
4
時　

■
場
所　

中
央
図
書
館

■
内
容

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
だ
っ
ぴ
代
表
理
事

の
森
分
志
学
氏
を
講
師
に
招
き
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
講
座
で
は
、

参
加
者
に
よ
る
対
話
を
行
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
当
日
参
加
者
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
定
員　

15
人　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
限　

12
月
6
日
㈮

◯
対
話
カ
フ
ェVol.12

■
開
催
日　

12
月
21
日
㈯　

■
講
師　

松
元
享
平
氏

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
決
ま
り

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

対
話
カ
フ
ェm
aniw

a
運
営
事

務
局

℡  
0
5
0（
1
8
0
7
）8
9
3
2

℻
0
5
0（
3
7
3
7
）2
2
7
9

■
対
話
カ
フ
ェm

aniwa

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

岡
山
県
で
は
、
女
性
の
育
児
に

対
す
る
負
担
感
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
、
男
性
の
積

極
的
な
育
休
取
得
や
家
事
、
育
児

参
加
を
テ
ー
マ
と
し
た
男
性
育
休

取
得
促
進
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
22
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

（
受
付　

午
前
10
時
〜
）　

■
場
所　

津
山
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
ネ
津
山
4
階　

津
山

市
新
魚
町
17
）　

■
定
員　

30
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
参
加
可
能
）　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
み
。　
　

■
申
込
期
限　

12
月
20
日
㈮　

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
子
ど
も
未
来
課
「
男
性
育

休
取
得
促
進
講
座
」
事
務
局

℡  
0
8
6（
2
3
0
）5
5
5
6

■
男
性
育
休
取
得
促
進
講
座

特
設
ペ
ー
ジ
▼

▶ 問い合わせ先
　総合政策課
　℡  0867-42-1169
　℻0867-42-1353

真庭市
ホームページ▶

▶ まにこいんとは
　スマートフォンを
　使った地域オリジ
　ナルの電子通貨

▶ 単位
　1まにぃ=1円

▶ ポイント
　1%のポイント還元

▶ 使えるお店
　市内244店舗で
　利用可能
▶ 総流通量
　328,905千円

▶ 利用者数
　22,597人
　　   （11月19日時点）

アプリの使い方や加盟
店の申し込みなど、詳し
くはホームページをご確
認ください。

対
話
カ
フ
ェ Vol.11 ,12

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
対
話
を
し
よ
う

男
性
育
休
取
得
促
進
講
座

育
休
の
悩
み
に
応
え
ま
す

問  スポーツ・文化振興課　℡  0867-42-1178(℻1416）
　  Email：sportsbunka@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

老朽化により解体します 代替施設は旧久世高校体育館・武道場

　昭和49年に建設された久世体育館などは老朽化が進み、耐震性も確保でき
ない状況から、11月30日㈯をもって閉館となりました。

　なお、代替施設として旧久世高
校体育館・武道場（旧真庭高校久
世校地の体育館・武道場）を12
月16日㈪から利用開始予定です。
ご不便をおかけしますが、ご理
解、ご協力をお願いします。

久世体育館・典武館を閉館
旧久世高校体育館・武道場をご利用ください

※解体工事期間中はテニスコートを
　使用できません。
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令
和
7
年
度
の
一
般
家
庭
ご
み

の
収
集
運
搬
委
託
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。受
託
希
望
の
事
業
者
は
、

受
付
期
間
内
に
申
請
書
類
を
環
境

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
委
託
業
務　

家
庭
ご
み
収
集　

■
委
託
区
域　

・
コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

管
内
（
落
合
地
区
・
北
房
地
区
の

区
域
）

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
管

内
（
久
世
地
区
・
勝
山
地
区
の
区

域
）

・
真
庭
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

管
内
（
美
甘
地
区
・
湯
原
地
区
・

蒜
山
地
区
お
よ
び
新
庄
村
の
区

域
）

■
委
託
期
間　

令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

■
募
集
要
件　

真
庭
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人

※
詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
提
出
書
類　

・
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
、
真
庭
市
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
ほ

か
、
各
種
法
令
、
規
則
な
ど
で
定

め
る
書
類

・
申
請
書
な
ど
市
が
指
示
す
る
書

類
（
環
境
課
窓
口
で
配
布
）　

■
受
付
期
間　

12
月
2
日
㈪
〜
18

日
㈬　

午
後
5
時
（
必
着
）　

■
受
託
事
業
者
の
決
定　

　

提
出
書
類
の
資
格
審
査
を
行
っ

た
上
で
審
査
委
員
会
に
諮
り
、
指

名
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
指
名
競
争
入
札
な

ど
に
よ
り
、
受
託
事
業
者
を
決
定

し
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
3

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

　

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
（
趣
味
の

範
囲
で
飼
育
し
て
い
る
人
を
含

む
）
は
、
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
く

「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。

■
対
象
者　

原
則
、
全
て
の
蜜
蜂
を
飼
育
す
る

人
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。

■
届
出
期
間　

令
和
7
年
1
月
6

日
㈪
〜
1
月
31
日
㈮

■
届
出
事
項　

届
出
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
飼
育
場
所
、
飼
育
予
定
蜂
群

数
な
ど　

■
届
出
方
法　

岡
山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
蜜
蜂
飼
育

届
」
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

提
出

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
美
作
県
民
局　

農
林
水
産

事
業
部　

農
畜
産
物
生
産
課　

畜

産
第
二
班

℡  
0
8
6
7（
44
）7
5
6
4

℻
0
8
6
7（
44
）4
7
5
4

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
市
で
は
、
自
衛
隊
法
に
定

め
ら
れ
た
法
定
受
託
事
務
と
し

て
、
そ
の
年
度
に
18
歳
に
な
る
人

の
氏
名
、
住
所
を
自
衛
隊
に
提
供

し
て
い
ま
す
。提
供
し
た
情
報
は
、

自
衛
隊
か
ら
の
募
集
案
内
の
送
付

の
み
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
情
報
提

供
を
望
ま
な
い
人
は
、
除
外
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
2
6

℻
0
8
6
7（
42
）1
1
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
を

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

一
般
家
庭
ご
み
収
集
運
搬
業
務

令
和
7
年
度
委
託
事
業
者
募
集

除
外
申
請
書
の
提
出
を

自
衛
隊
へ
個
人
情
報
の
提
供

を
望
ま
な
い
人
へ

▶申込期限　12月25日㈬　　　　▶申込要件　・散布面積は概ね 2 ha以上のまとまった農地　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生育状況や収量の調査に協力をしていただける人
▶注意点
・市がバイオ液肥の運搬散布を行います。
・「濃縮バイオ液肥」の運搬散布費用として、10aあたり2,000円をいただきます。
・運搬散布は令和 7年 4月（代かきの前）を予定しています。　
・施設が稼働したばかりで製造量が少ないため、全ての人の希望に添えない場合が
　あります。　
・利用希望を取りまとめた後、調整の上で散布の可否を連絡します。

濃縮バイオ液肥を使ってみませんか
運搬散布は令和7年4月予定 申し込みは12月25日までに

問  農業振興課　℡  0867-42-1031(℻3907）
　  Email：nohshin@city.maniwa.lg.jp

　くらしの循環センターでは、バイオ液肥の成分のうちアンモニア態チッソを濃縮した「濃縮バイオ液肥」
を作ります。水稲の元肥としての利用を想定しています。濃縮バイオ液肥を使ってみたい人は、農業振
興課までご連絡ください。

バイオ液肥
スタンドは、
引き続き
無料・24時間
利用可能です
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　図書館と地域おこし
協力隊とで、休校や閉校
となった小・中学校の校
歌の収集に取り組んで
います。新学制の実施
以降に創立し、現在ま
でに休校・閉校となっ
た49校（分校や分教場
を含む）のうち、20校に
関する情報を求めてい
ます。校歌に関する情
報や、校歌を歌える人
をご存知の人はお知ら
せください。

落合小学校西河内分校
上田小学校上山分校、
勝山小学校星山分教場、
勝山小学校荒田分校、
神代小学校、
美甘小学校黒田分教場、
美甘小学校野尾分教場、
美甘小学校田口分教場、
美甘小学校鉄山分教場、
湯原小学校仲間分校、
二川小学校杉成分校、
精錬小学校、維新小学校、
呰部中学校、
呰部中学校阿口分校、
津田中学校、川東中学校、
河内中学校、美川中学校、
木山中学校

▶問い合わせ先
　中央図書館
　TEL0867-44-2012
　FAX0867-44-2020

真庭校歌研究室
校歌の情報を
教えてください

　

こ
の
世
の
中
の
森
羅
万
象
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
、
中
央
図

書
館
で
専
門
家
の
話
を
聞
く
イ
ベ

ン
ト
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
そ
も
そ
も

ト
ー
ク
」。3
回
目
の
今
回
は
、
宇

宙
の
始
ま
り
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
る
岡
山
大
学
の
石
野
宏
和
先
生

を
講
師
を
お
招
き
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
14
日
㈯

午
後
2
時
〜
4
時　

■
場
所　

中
央
図
書
館

■
講
師　

石
野
宏
和
さ
ん
（
岡
山
大
学
環
境

生
命
自
然
科
学
学
域
教
授
）　

■
テ
ー
マ　

小
説
も
映
画
も
も
っ
と
た
の
し
く

な
る
、
宇
宙
と
物
理
学
の
世
界

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来

館
、
電
話
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

展
覧
会
「
ど
こ
で
な
に
す
る
？

―
隈
研
吾
建
築
資
料
と
蒜
山

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
こ
の
1
年
間
に
行
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
対
談
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
写
真
や
成
果
作
品
な

ど
で
紹
介
し
、
同
時
に
建
築
模
型

な
ど
の
隈
研
吾
資
料
を
、
そ
こ
で

行
わ
れ
る
活
動
に
注
目
し
て
紹
介

し
ま
す
。

■
場
所　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
期
間　

12
月
7
日
㈯
〜
令
和
7

年
3
月
2
日
㈰　

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■GREENable H
IRUZEN

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

放
送
大
学
は
、4
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
世
代

の
8
万
5
千
人
以
上
の
学
生
が
、

大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、文
学
、情
報
、自
然
科
学
な
ど
、

30
以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
1
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
限　

第
1
回　

令
和
7
年
2
月
28
日
㈮

第
2
回　

令
和
7
年
3
月
11
日
㈫

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6（
2
5
4
）9
2
4
0

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
で

は
、
隔
月
で
工
房
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
12
月
は
、
来
年
の
干

支
「
巳
」
を
ク
レ
イ
ア
ー
ト
（
粘

土
細
工
）
で
作
り
ま
す
。
可
愛
ら

し
い
干
支
を
作
っ
て
、
来
年
1
年

間
の
福
を
呼
び
込
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
13
日
㈮　

午
後
1
時
〜　

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
内
）　

■
内
容　

ク
レ
イ
ア
ー
ト
で
来
年

の
干
支
作
り

■
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

1
5
0
0
円　

■
持
ち
物　

手
芸
用
ボ
ン
ド

■
申
込
方
法　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
へ
来

所
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
間　

12
月
5
日
㈭
〜
12
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
1　

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
4

■
受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

真庭市
ホームページ▶

情報を求めている学校

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
そ
も
そ
も
ト
ー
ク

中
央
図
書
館

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学

工
房
教
室（
ク
レ
イ
ア
ー
ト
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

ど
こ
で
な
に
す
る
？
―
隈
研
吾
建
築

資
料
と
蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
展

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
冬
季
展
覧
会

Maniwa 14



　10月27日に行われた、岡山県知事
選挙、第50回衆議院議員総選挙およ
び第26回最高裁判所裁判官国民審
査の結果をお知らせします。（真庭市
の開票区のみ）

岡山県知事選挙
衆議院議員総選挙など
開票結果

■問い合わせ先
選挙管理委員会事務局
℡  0867-42-1072(℻  1341)

　

好
き
な
本
を
持
ち
寄
っ
て
、
み

ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

令
和
7
年
1
月
18
日
㈯

午
前
10
時
〜　

■
場
所　

中
央
図
書
館

■
定
員　

男
女
各
6
人
（
独
身
の
人
）　

■
参
加
費　

1
0
0
0
円
（
ド
リ

ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト
代
含
む
）　

■
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
申
込
期
限　

12
月
18
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

Mail koryu@
city.m

aniwa.lg.jp

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　
（
一
社
）
岡
山
県
自
動
車
整
備

振
興
会
真
庭
支
部
落
合
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
6
基
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
動
物
愛
護
週
間
に

際
し
、
子
ど
も
た
ち
に
動
物
に
つ

い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡
山

県
獣
医
師
会
真
庭
支
部
か
ら
、
市

内
こ
ど
も
園
お
よ
び
保
育
園
へ
絵

本「
ち
い
さ
な
ね
こ
」、「
チ
ー
タ
ー

じ
ま
ん
の
て
ん
て
ん
は
」
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
原
公
美
子
さ
ん
か
ら
、
市

内
こ
ど
も
園
お
よ
び
保
育
園
へ
、

子
ど
も
た
ち
の
心
づ
く
り
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
絵
本
「
ぼ
く
、
わ

る
く
な
い
も
ん
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

・当日有権者数　35,006人　
・投票者数　19,953人　
・投票率　57.00％　
・候補者別得票数（獲得票数の順）
　いばらぎ隆太　17,384票　　　　
　小坂のぼる　2,231票

　　

小選挙区選出議員選挙
・当日有権者数　35,234人　
・投票者数　19,997人　
・投票率　56.75％　
・候補者別得票数（獲得票数の順）
　加藤勝信　12,475票
　はたともこ　5,601票　
　原田あき子　1,394票
比例代表選出議員選挙
・当日有権者数　35,234人　
・投票者数　19,995人　
・投票率　56.75％　
・政党別得票数（獲得票数の順）
　自由民主党　7,989票
　立憲民主党　3,727.516票　　
　公明党　2,783票　
　国民民主党　1,135.483票　
　日本維新の会　1,117票
　れいわ新選組　1,052票
　日本共産党　949票　
　参政党　437票　
　社会民主党　234票
最高裁判所裁判官国民審査　
・当日有権者数　35,234人　
・投票者数　19,902人　
・投票率　56.49％

▶日時　12月21日㈯　午後1時20分 開演（午後1時 開場）　
▶場所　勝山文化センター　
▶参加費　無料　　
▶申し込み　不要
▶問い合わせ先　岡山県警察音楽隊　℡  086-234-0110

岡山県警察音楽隊
クリスマス
コンサートin勝山

真庭市ホームページ▶

岡山県知事選挙

衆議院議員総選挙など

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

も
し
か
し
た
ら
、と
し
ょ
恋
?!

part.2

冬
の
縁
結
び
イ
ベ
ン
ト
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◎テーマは

「甘いもの」 です。
皆さんの甘い思い出や大好
きな甘いものなど、200字程
度でお寄せください。

◎川柳の兼題は

「こたつ」 です。

お便り・川柳は、先月号に同
封したはがきをご利用くだ
さい。締め切りは12月25日
㈬です。

　

私
が
乳
ガ
ン
に
な
っ
て
3
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
主
婦
で

あ
り
な
が
ら
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど

主
人
に
料
理
を
任
せ
て
い
ま
す
。

主
人
は
独
身
の
時
、
い
つ
も
キ
ャ

ベ
ツ
の
千
切
り
に
フ
ラ
イ
を
の
せ

て
、
そ
の
上
か
ら
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を

た
く
さ
ん
か
け
て
、
ご
飯
の
お
供

に
し
て
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
主
人
が
今
で
は
、
ゆ
が
い
た

人
参
、ち
く
わ
、り
ん
ご
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
レ
タ
ス
、
き
ゅ
う
り
を
細
か

く
切
っ
た
特
製
の
サ
ラ
ダ
を
1
時

間
半
ぐ
ら
い
か
け
て
作
っ
て
く
れ

ま
す
。
仕
事
の
あ
る
日
は
朝
の
4

時
頃
か
ら
起
き
て
料
理
を
し
て
く

れ
ま
す
。「
夜
が
明
け
な
い
う
ち

に
起
き
、
家
の
者
た
ち
の
た
め
に

食
事
を
準
備
す
る
」。
ま
さ
に
主
人

に
当
て
は
ま
る
格
言
で
す
。
あ
な

た
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
、
祖
父
が
山

に
猟
を
し
に
行
っ
て
野
う
さ
ぎ
を

捕
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

家
族
と
一
緒
に
き
れ
い
に
料
理
を

し
、
肉
は
刺
身
に
、
骨
は
ス
ー
プ

に
し
て
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
野
う
さ
ぎ
の
肉
を

い
た
だ
く
事
は
現
代
の
若
い
方
に

は
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
昭
和
30
年
代
当
時
の
子
ど

も
の
頃
に
は
、
と
て
も
貴
重
な
ご

ち
そ
う
で
し
た
。
今
は
フ
ー
ド
ロ

ス
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
飽
食
の
時
代
と
な
り
、

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
時
代
は

変
わ
っ
て
も
自
然
の
命
を
い
た
だ

い
て
、
日
々
元
気
に
過
ご
せ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《2月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

「
料
理
」

「
主
人
の
手
料
理
」

菊
楽
正
子
さ
ん（
惣
）

「
料
理
」森

本
ひ
ろ
子
さ
ん（
多
田
）

▲PN あひゅさん

▲PN ミルクおにぎりさん▲PN みんみんさん

■第2回芦原会館全日本SABAKIトーナメント
　8/24～25　愛媛県　（写真左から）
　組手の部・一般男子（45歳以上）75kg以上　準優勝　美馬
　秀和（蒜山下長田）、同・一般男子（35歳未満）75kg以上
3位　美馬　隼（蒜山下長田）
■支部推薦により出場

■令和5年度全国山林苗畑品評会表彰　9/4　北海道
　　　　　　　苗ほ（桧コンテナ苗）　林野庁長官賞
　　　　　　　◀ 豆原寛一（五反）

■第37回全国グラウンド・ゴルフ交歓岡山県大会　10/1～2　倉敷市
■協会ブロック推薦により出場　　　　　　　　太田香千子（美甘）▶
■ねんりんピックはばたけ鳥取2024ゲートボール交流大会
　10/19～21　鳥取県
　■第36回全国健康福祉祭岡山県予選大会
　　4/20　新見市　ブロック優勝　　　落合西原チーム▶ 

研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載

させていただいています。情報をお寄せください。（敬称略）（21ページに続く）

Maniwa 16



二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

兼
かね

田
だ

百
もも

華
か

ちゃん
R5. 12.2生まれ（多田）
○応  初華さん・和華さん・清華さん（姉）

アリ 愛
あい

紗
しゃ

ちゃん
R5. 12.11生まれ（高屋）
○応  華美羽さん（姉）

迫
さこ

田
だ

望
み

花
はな

ちゃん
R5. 12.19生まれ（宮地）
○応  光莉さん・彩暖さん（姉）

原
はら

  妃
ひめ

奈
な

ちゃん
R5. 12.3 生まれ（禾津）
○応  潤さん（父）

稲
いな

岡
おか

   忠
ただし

くん
R5. 12.15 生まれ（日名）
○応  篤さん・まどかさん （両親）

岡
おか

崎
ざき

千
ち

遥
はる

くん
R5. 12.22 生まれ（久世）
○応  未遥さん（姉）・遥斗さん（兄）

杉
すぎ

原
はら

  梛
なぎ

ちゃん
R5. 12.9生まれ（本郷）
○応  利充さん（父）

◆焼芝一座公演
毎年、栗原神社の秋季大祭に併せて開かれている焼芝一座公演。舞台に
立つ表方から台本、音響、照明などの裏方まで、全て地元の青年たちで行っ
ています。昭和51年に旗揚げして以来、親から子へと受け継がれながら
半世紀続く地域の伝統行事。どうぞ最後までお楽しみください。
◆ほっとまにチャン2024総集編 ① ②
2024年のニュースの総集編です。1年間で約1,800本の取材に伺わせてい
ただきました。取材に対応していただいた皆さん、ありがとうございま
した。今年の真庭の動きはこの総集編を見れば、バッチリ分かりますよ。
総集編は12月28日～1月4日の放送です。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

渡
辺
美
幸
さ
ん（
久
世
）

　

パ
パ
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
に
来

ま
し
た
。
大
好
き
な
『
太
鼓
の
達

人
』
を
パ
パ
や
ス
タ
ッ
フ
の
人
た

ち
と
一
緒
に
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

何
回
も
挑
戦
し
て
い
た
ら
、
ス
コ

ア
で
ス
タ
ッ
フ
の
人
に
勝
つ
こ
と

が
で
き
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
修
徳
館
に
は
初
め
て
来
た
け

れ
ど
、
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
今
度
は
友
達
と
も

遊
び
に
来
た
い
で
す
。

習
の
成
果
を
十
分
発
揮
で
き
た
の

で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ド
キ
ド
キ
の
発
表
会

山
本　

椛
さ
ん（
美
甘
）

　

美
甘
小
学
校
の
学
習
発
表
会

で
、
合
奏
や
跳
び
箱
、
今
年
の
6

月
に
行
っ
た
京
都
と
奈
良
で
の
修

学
旅
行
の
思
い
出
を
発
表
し
ま
し

た
。
合
奏
で
は
、
私
は
キ
ー
ボ
ー

ド
を
演
奏
し
ま
し
た
。
周
り
の
音

に
合
わ
せ
る
の
が
と
て
も
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
約
2
週
間
、
み
ん

な
と
一
緒
に
一
生
懸
命
練
習
し
て

き
ま
し
た
。
本
番
で
は
少
し
緊
張

し
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
き
た
練

長
く
過
ご
し
た
母
校
に
お
別
れ

立
田
富
江
さ
ん（
蒜
山
中
福
田
）

　

旧
福
田
小
学
校
校
舎
の
お
別
れ

見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
分

が
通
っ
て
い
た
小
学
校
が
取
り
壊

さ
れ
る
と
聞
い
て
、
蒜
山
文
化
祭

を
見
た
後
に
見
学
し
に
来
ま
し

た
。
当
時
は
毎
日
朝
7
時
前
に
家

を
出
て
、
小
学
校
ま
で
約
4
㌔
の

道
を
6
年
間
歩
い
て
登
下
校
し
て

い
た
の
を
思
い
出
し
て
、
と
て
も

懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。長
く
過
ご
し
た
校
舎
な
の
で
、

老
朽
化
で
取
り
壊
さ
れ
る
の
は
仕

方
の
な
い
こ
と
だ
と
受
け
入
れ
て

い
ま
す
が
、
少
し
悲
し
い
気
持
ち

で
す
ね
。

湯原図書館

今月のおすすめの本

〒717-0406 真庭市豊栄1515
TEL0867-62-2014 FAX0867-62-2097
開館時間 9:00~17:00 
休館日 月曜日､年末年始､蔵書点検期間

今や現代社会において、ス
マホは生活に欠かせないも
のになっています。しかし、
スマホは便利な反面、使い
すぎると脳や体に悪影響を
与える危険が潜んでいます。
本書ではスマホに頼りすぎ
ない適切な付き合い方を解
説します。

『マンガでわかる スマホ脳の恐怖』
川島隆太／監修　久方標／絵　金の星社

N高校の番長・丸木のパシ
リである主人公の岡部太朗
は、お使い先で数々の事件
に巻き込まれていきます。
太朗はお使いを遂行するべ
く、パシリによって培われた
知識と経験を生かし、最速
で事件を解決に導きます。

『探偵はパシられる』
カモシダせぶん／著　PHP研究所

『リリとネネのどんぐりパンケーキ』
田島かおり／作　講談社
りすのリリとねずみのネネ
は、パンケーキを作るの
が大好き。2匹のお店には、
今日も甘い香りに誘われて
お客さんがやって来ます。
するとそこに、大きなくま
もやって来て…。読み聞か
せにもひとり読みにもおす
すめの一冊です。

▲PN ファンの一角さん

▲PN ホットコーヒーさん

猫背やストレートネックな
ど、身体の違和感が気にな
る人に向けたセルフケアを
紹介。特別な道具を使わず
立ったまま、座ったままで
きる簡単な運動なので、
間時間にケアしたい人にも
おすすめ。二次元コードか
ら動画解説もあります。

『疲れた日でもできる10秒姿勢リセット』
吉田直輔／著　時事通信出版局
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『クリスマス・プレゼント』

手話：なごみの会　日名清子さん

今回の手話を
動画で見てみよう

両手をジグザグに動かし、モミの木の
形を表現します。

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

クリスマス

右手でプレゼント箱のリボンをつまみ、
左手で支えるようにして、渡すように
前に出します。

プレゼント

クリスマス

プレゼントプレゼント

マス・プレゼント』
：なごみの会　日名清子さん

ス

輝
け
る
未
来
は
来
る
か
こ
の
子
ら
に　
　

中
山
春
子　
　
　

本
庄

夢
を
追
い
輝
い
て
い
た
仲
間
達　
　
　
　

永
田
寿
道　
　
　

樫
東

輝
く
日
夢
見
て
少
年
凜
と
立
つ　
　
　
　

菊
池
千
江
子　
　

本
郷

デ
コ
ピ
ン
と
共
に
輝
く
ホ
ー
ム
ラ
ン　
　

有
若
日
出
子　
　

勝
山

輝
い
た
時
も
あ
っ
た
ね
お
じ
い
ち
ゃ
ん　

竹
井
雪
江　
　
　

勝
山

も
う
少
し
輝
き
た
い
な
我
人
生　
　
　
　

野
田
八
重
子　
　

栗
原

カ
ブ
ト
ム
シ
ま
な
こ
輝
く
子
の
ヒ
ー
ロ
ー　

ヤ
マ
ド
リ　
　
　

上
水
田

新
米
の
輝
き
父
の
汗
を
知
る　
　
　
　
　

ふ
み
こ　
　
　
　

下
方

県
北
が
輝
く
プ
ラ
ン
芸
術
祭　
　
　
　
　

き
っ
こ
ち
ゃ
ん　

蒜
山
上
福
田

心
い
き
見
せ
て
輝
く
人
に
な
る　
　
　
　

永
田
行
雄　
　
　

樫
東

ひ
と
り
だ
け
輝
く
君
に
ひ
と
め
ぼ
れ　
　

梨
沙　
　
　
　
　

杉
山

ス
ト
レ
ッ
チ
頑
張
り
老
い
を
寄
せ
つ
け
ず　

則
金
い
ず
み　
　

鍋
屋

じ
い
ち
ゃ
ん
が
一
番
輝
く
年
金
日　
　
　

か
し
子　
　
　
　

樫
東

金
杯
も
輝
き
薄
れ
酒
を
呑
む　
　
　
　
　

酔
翁　
　
　
　
　

勝
山

今
も
な
お
か
が
や
き
た
い
と
紅
を
ひ
く　

春　
　
　
　
　
　

久
世

輝
く
さ
大
器
晩
成
少
し
待
て　
　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　
　

月
田

輝
い
て
生
き
よ
う
今
日
も
辞
書
を
く
る　

横
山
と
も
子　
　

久
世

〈
軸
吟
〉
ア
ル
バ
ム
に
笑
顔
輝
く
青
春
譜　

森
木
純
子

川柳  「輝く」 選 :落合川柳会　森木純子さん

幻想的な夜桜を堪能
11月9日、醍醐桜をライトアップするイベント「醍醐桜のよるあかり」が行
われました。訪れた人たちはゆっくり歩きながら眺めたり、写真に収めた
りしながら一夜限りのライトアップを堪能していました。

▲ 泰山久野さん

今
月
の1枚
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20代で就農、結婚後は妻の豊美さんと夫婦で農業に
従事。平成20年から市の農業委員として活動すると
ともに、市の知的障がい者相談員や河内小学校の学
校運営協議会委員など、地域のさまざまな役を務め
る。趣味はツーリング。ハウスで珍しい植物を育て
るのが楽しみ。

妹尾 宗夫 さん （下河内） 

た
ち
も
見
学
に
来
て
、
小
学
生
に
な
っ
た
ら
自
分
た
ち

も
や
る
ん
だ
と
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
目
を
細
め
る
妹
尾
さ
ん
。「
農
作
物
を
作
る
こ
と
の
大

切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
健
康
に
気
を
つ
け
て
、

学
校
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
晴
れ
や
か
な

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

ア
ワ
の
献
穀
者
に
選
ば
れ
て

　

毎
年
11
月
23
日
に
皇
居
で
行
わ
れ
る
宮
中
行
事
、
新
嘗

祭
（
に
い
な
め
さ
い
）。
今
年
、
岡
山
県
か
ら
献
穀
さ
れ

る
ア
ワ
を
育
て
た
の
は
、
農
業
委
員
を
務
め
、
地
域
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
専
業
農
家
の
妹
尾
宗
夫
さ
ん
で
す
。「
こ

れ
ま
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
道
に

農
業
を
し
て
き
た
こ
と
へ
の
ご
褒
美
を
も
ら
っ
た
よ
う
な

気
持
ち
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
笑
い
ま
す
。
献
穀
の
た

め
に
夫
婦
で
初
め
て
の
ア
ワ
の
栽
培
に
挑
戦
し
た
妹
尾
さ

ん
。「
種
ま
き
も
植
え
付
け
も
初
め
て
の
こ
と
で
大
変
で

し
た
。
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、
無
事
に
収

穫
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

農
作
物
を
作
る
大
切
さ
を
未
来
の
担
い
手
へ

　

妹
尾
さ
ん
が
就
農
し
た
の
は
約
50
年
前
。
家
族
経
営
の

農
場
で
、
コ
メ
や
露
地
野
菜
、
野
菜
苗
の
栽
培
・
出
荷
を

行
い
、
近
年
は
カ
キ
殻
資
材
を
使
っ
た
、
里
海
米
の
栽
培

に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
農
場
の
経
営
を
息
子
さ
ん

た
ち
に
譲
っ
て
か
ら
も
、
精
力
的
に
農
作
業
を
手
伝
い
、

農
場
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
妹
尾
さ
ん
に
は
、
20
年
間
大
切
に
続
け
て
き
た

活
動
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
河
内
小
学
校
の
児
童
と
一
緒

に
取
り
組
む
コ
メ
作
り
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
は
、
も
み

ま
き
に
田
植
え
、
収
穫
、
最
近
は
カ
キ
殻
ま
き
も
し
ま

す
。
上
級
生
が
下
級
生
に
教
え
て
あ
げ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
成
長
を
感
じ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
地
元
の
園
児

Senoo  　  MuneoSS MM
妹尾    宗夫 

2024

大きく実ったアワを
収穫する妹尾さん

仲むつまじい
お二人
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■第72回全日本吹奏楽コンクール　10/20　栃木県
■第65回全日本吹奏楽コンクール中国大会

　　8/24　島根県
　　高等学校の部　金賞（代表）
　　　明誠学院高校－笹井太晴（余野下）▶ 

■第23回全国障害者スポーツ大会
　10/26～28　佐賀県
■第24回岡山県障害者スポーツ大会

　　6/2　岡山市
　　ボウリング　ブロック優勝
　　　　　　　　　松永裕作（落合垂水）▶
■第34回全国産業教育フェア栃木大会全国高校生ビジネス
　アイデアコンテスト
　10/27　栃木県
最優秀賞、文部科学大臣賞
（写真左から）真庭高校－
金丸楓果（宮地）、福島春美

　（見明戸）、  二若智帆（蒜山
　下福田）、有馬莉羅（鹿田）▶
■JOCジュニアオリンピックカップ第38回全国都道府県対抗
　中学バレーボール大会
　12/25～28　大阪府
■同大会岡山選手団選考会（協会選考
　　により出場）　7/28　岡山市
　　　　　　　　　　赤堀凪咲（上水田）▶

■Jr.ウインターカップ2024-2025 第5回全国U15バスケット
　ボール選手権大会
　2025/1/4～8　東京都
■同大会岡山県予選会

　　9/16～10/27　備前市ほか
　　優勝　倉敷市立南中学校－
　　　　　　　　　　　森田悠介（富尾）▶
■人権擁護委員法務大臣表彰
　10/21　東京都　布野謙二（下市瀬）

  岡山県内の表彰など

■第25回ダイハツ全国小学生ABCバドミントン大会岡山県
予選会　6/29　笠岡市
　Bクラス（中学年）男子単　準優勝　湯浅悠輝（下方）、
　Cクラス（低学年）男子単　3位　湯浅琉生（下方）
■第41回中国地区小学生バドミントン選手権大会
　10/12～13　広島県
　4年生以下男子単　湯浅悠輝（下方）
■第28回全日本U-18女子サッカー選手権大会岡山県予選会
10/6　美作市　準優勝
　岡山湯郷Belle U-18－太田愛結（勝山）、森岡結愛（栗原）
■高円宮妃杯JFA第29回全日本U-15女子サッカー選手権大会
中国地域大会　11/2～3　倉敷市
　岡山湯郷Belle U-15－太田愛結（勝山）、森岡結愛（栗原）
■第71回（令和6年度）矢野賞　11/1　東京都
　果樹部門　片沼慶介（上水田）
■岡山ガスビジネスプランコンテスト2024　11/19　岡山市
学生部門（高校生の部）大賞、グランプリ　真庭高校－
金丸楓果（宮地）、福島春美（見明戸）、二若智帆（蒜山下福
　田）、有馬莉羅（鹿田）
■令和6年度岡山県統計功労者表彰
　11/21　岡山市
厚生労働省政策統括官表彰 西村　茂（湯原温泉）
岡山県総合政策局長表彰 妹尾隆志（上市瀬）
■令和6年度（第57回）岡山県農林漁業功労者表彰
　11/27　岡山市　農林水産部長表彰
　農産部門　岡村美昭（蒜山富山根）、 槙橋一夫（蒜山下福田）
　土地改良部門　大前彰敏（草加部）
　林業部門　豆原寛一（五反）
　団体指導者部門　母里靖浩（日名）
■令和6年度（第64回）岡山県農林漁業近代化表彰
　11/27　岡山市
　水産部門　湯原漁業協同組合
■第76回西日本川柳大会
　ジュニアの部　準特選　岸越秀連（関）
■第18回岡山県川柳大会
　ジュニアの部　優秀句　森本　紬（栗原）、谷合奏太（栗原）

叙勲

研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。
）略称敬（。いさだくせ寄おを報情

叙勲・叙位を受けられた方をご紹介します。

危険業務従事者叙勲
元県警部補
杭田 俊郎さん（組）

令和6年度
文化功労者
建築家・真庭大使
妹島 和世さん

ⒸSANAA

瑞宝単光章
　昭和45年、児島警察署の拝命を
皮切りに、主に駐在所や交番など
での勤務を中心に、40年の永きに
わたり、警察業務に従事。「融和」
をモットーに住民との協力関係構
築に尽くされ、地域密着で安全安
心の確保に貢献されました。

故人に叙位・叙勲
●正六位瑞宝双光章
   上月 精隆さん（下方） 82歳
　元久世町立草加部小校長（令和6年9月10日逝去）

　市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国大
会出場・県高位以上を基準に掲載させていただきます。
　皆さんからの情報をお待ちしています。

■ 情報をお寄せください ■

（16ページの続き）
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11
月
10
日
、勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
ふ

る
さ
と
勝
山
も
み
じ
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
が
勝
山
地
域
の
人
た
ち
が
販
売

す
る
飲
食
物
を
は
じ
め
、
勝
山
小
学
校
児

童
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や
市
内
各

種
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
楽
し
み
ま
し

た
。
商
工
会
や
農
協
、
森
林
組
合
な
ど
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
秋
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
、
餅
ま
き
と
菓
子
ま
き
が
あ

り
、
多
く
の
人
が
手
を
伸
ば
し
、
会
場
は

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

11
月
16
日
、
久
世
地
区
に
あ
る
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
モ
ン
ズ
修
徳
館
」で
、ｅ
ス
ポ
ー

ツ
や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
っ
た
創
作

な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
や
学
び
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
市
内
外
の
学
校
や
企
業
、

団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画
。
会

場
に
は
、
リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
や
世
界
規
模
で
人

気
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
を
体
験
で
き
る

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

飲食物の販売やステージ発表でにぎわいました

リズムゲームのスコアで対戦

　

湯
原
ダ
ム
が
来
年
3
月
に
70
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
11
月
2
日
か
ら
4
日
ま
で
、
ダ
ム
に
ま
つ
わ
る
特

別
企
画
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
建
設
年
表
や
建
設
前
後
の

湯
原
の
風
景
、
生
活
を
記
録
し
た
貴
重
な
写
真
も
展
示
さ

れ
、
3
日
の
ダ
ム
見
学
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
20
人
が

参
加
。
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ダ
ム
の
内
部
に
特

別
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
湯
原
ダ
ム
管
理
事

務
所
で
は
記
念
ダ
ム
カ
ー
ド
の
無
料
配
布
が
始
ま
り
ま
し

た
。
数
量
限
定
で
、
な
く
な
り
次
第
配
布
終
了
予
定
で
す
。

ゲ
ー
ム
や
人
工
知
能
で
交
流

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

出
店
、ス
テ
ー
ジ
で
に
ぎ
わ
う

ふ
る
さ
と
勝
山
も
み
じ
ま
つ
り

講座でダムの歴史を紹介 昔の資料が展示された ダムの仕組みを解説

普段行くことのできないダムの近くでの見学

ダム70年 貴重な資料もダム70年 貴重な資料も
湯原ダム竣工70年湯原ダム竣工70年

太鼓の達人™ドンダフルフェスティバル ＆ ⒸBandai Namco Entertainment Inc.
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まちの話題

　

11
月
17
日
、
落
合
地
域
の
木
山
街
道
で

真
庭
速
祭
が
初
開
催
さ
れ
、
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
や
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
な
ど
約
30
台

が
、
特
設
コ
ー
ス
約
6
・
5
㌔
㍍
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
約
3
千
人
が

訪
れ
、大
迫
力
の
音
と
ス
ピ
ー
ド
を
堪
能
。

ま
た
会
場
に
は
、
貴
重
な
車
両
な
ど
の
展

示
や
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ー
ス
出

展
な
ど
も
あ
っ
た
ほ
か
、
プ
ロ
の
レ
ー
シ

ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
と
交
流
で
き
る
時

間
も
あ
り
、
来
場
者
た
ち
は
車
の
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
授
業
で
栽
培
し
た
農
作
物

や
、
特
産
品
を
活
用
し
て
開
発
し
た
商
品

の
販
売
を
行
う
、初
め
て
の「
収
穫
祭
」が
、

真
庭
高
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ビ
オ
ラ
や

ハ
ボ
タ
ン
、
イ
チ
ゴ
の
苗
の
ほ
か
、
大
根
、

白
菜
、
ネ
ギ
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
焼
き
そ
ば
や
唐
揚
げ
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
飲
食
コ
ー
ナ
ー
や
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
な
ど
を
作
成
で
き
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
来
場
者

ら
は
生
徒
た
ち
と
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら

交
流
し
て
い
ま
し
た
。

貴重な車両などが並ぶ展示スペース

頑張って育てた野菜を販売する真庭高校の生徒たち

北房をはじめ県内４つの小
学生ソフトボールチームが
集まり、交歓大会が開かれ
ました。北房チームの６年
生の選手にとっては、この
大会がチームでの最後の試
合。力いっぱいゲームセッ
トまで頑張っていました。

11/10 北房でソフトボール交歓大会

「秋の収穫祭＆もちつき体
験」が社地区で行われまし
た。岡山市や備前市から訪
れた約30人が、地区の棚田
で取れたもち米でもちつき
をしたり、サツマイモを収
穫したりして、地域の人た
ちと交流しました。

11/10 社棚田を未来へつなぐ

美甘小学校で学習発表会が
開かれました。発表会では
地域学習で学んだことや修
学旅行で楽しかったことを
発表しました。また、合奏
や跳び箱も披露され、発表
が終わる度に、観客から拍
手が送られていました。

11/9 学んだことや楽しかったことを発表

幡司年子さん（下湯原）が、
10月30日に百歳を迎えられ
ました。自宅で穏やかに過
ごしており、洗濯物畳みや
身の回りのことは、できる
だけ自分でしているそうで
す。１日１本のアイスが日
課とのことです。

備中北部最大の広さを誇る
谷尻遺跡からの出土品を展
示する企画展が、北房ふる
さとセンターで開かれまし
た。期間中は地域の人によ
る展示の解説も行われ、訪
れた人たちが質問をしなが
ら理解を深めていました。

10/30

10/26

自分のことはできるだけ自分で

北房の出土品で歴史感じて

木
山
街
道
を
駆
け
抜
け
る

Ｍ
Ｈ
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム  

真
庭
速
祭

真
庭
高
生
が
地
域
と
交
流

令
和
6
年
度
収
穫
祭

Maniwa23



広
報
ま
に
わ 

●
月
号  

令
和
6
年
12
月
1
日
発
行 （
通
巻
236
号
）

12

■
発
行
  真
庭
市
役
所
   ■
編
集
  総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課

■
秘
書
広
報
課
　
E
メ
ー
ル
  hisho@

city.m
aniw

a.lg.jp
〒
719 -3292 岡

山
県
真
庭
市
久
世
2927 -2　

TEL0867 -42 -1163（
FAX1353）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  https://w

w
w
.city.m

aniw
a.lg.jp

　

最
近
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た

ね
。今
年
は
な
か
な
か
寒
く
な
ら
ず
、

夏
が
年
々
長
く
な
っ
て
い
る
気
が
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
秋
祭
り
の
頃
に

は
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
今
年
は
そ
こ
ま
で
厚
着
を

し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
り
、
冬
が
来
た
と
感
じ

る
の
が
遅
か
っ
た
で
す
が
、
気
付
け

ば
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ

月
。
今
年
の
や
り
残
し
が
な
い
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

村
松

　

真
庭
人
の
取
材
先
で
、
初
め
て
ア

ワ
の
実
物
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
そ
の
小
さ
さ
（
直
径
1
㍉

㍍
ほ
ど
）
に
び
っ
く
り
。
そ
し
て
、

献
穀
の
た
め
に
、
色
や
形
の
良
く
な

い
実
を
一
粒
一
粒
取
り
除
く
作
業
を

さ
れ
た
と
聞
い
て
ま
た
び
っ
く
り
。

虫
眼
鏡
と
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
う
、
想

像
す
る
だ
け
で
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
作
業
で
す
が
、
選
別
後
の
ア
ワ
は

確
か
に
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
栄

養
価
も
高
い
と
い
う
ア
ワ
、
い
つ
か

食
べ
て
み
た
い
で
す
。 

井
上

▲PN ちぢみさん
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